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序 文

主主従看護学講座では，主主礎看護技術 1 ([j常牛治j~肋

技術)と基従肴説f支持s:II 合療の補助技術)という 10+El 

におし=て了'牛の自己'_-cf習支援のための取り組みを?丁つ

t いるそれぞ れの単JLで必要と考える内容を担当す

る教員が粕返し，白己学習にf.t:!:tつよ与浦助教1，1として

動向iをitnli:している c これらの動向教材をDVDやCD
に保存してホ備し.学生の肖己手首;こ用いることで.

生が複雑な子Jえを宵得することをは指している c 教員が

独自に作成している動向教材にγP習者である学斗そからの

詳細を符ることによって，学生の理解をより深めるこ〉

のできる教材作成へのノト峻会得ることをは的に木研究に

取り剖lんだ内第 段階として，学生が朝0T町教材に求める

伺出と， )ぐ了のAV環境について調査した。また.第-

J主p-f(として，動l町教科をi-rr;.川するうえで，インターネッ

ト(以下，ネット l などを用いた使用が口j能であるか確

認するため，学生(f)白石での生活環境がどのような状況

であるかをi['o封ずることと，第一段階の訓告そから明らか

になった動回数村に士jする学引の縄点宇多考に調査や

1Tったので報告する c

研究目的

] 動両教材の作成時の基ti~資料となる，弔生が動両数

料に求める意見を明らかにする J

2. 学生の動向!教材を使則する 1ーでの生t舌環読を明らか

にするc

研究方法

研究対象

Aλ苧の看護苧T+2年生ω名のうち研究協力に同怠の何

られた学/↓で，第段階の調丘16名， E高段階の珂企-54名。

研究期間

第一段階のJNrJ1i、:2007年10月c

第二段階の調杏 2008午10月ラ

調査方法

上第 F郊首の調査

点滴静脈内'I-I射のDVDに関して， (1)点滴静脈l人:Jn射の

ポイント・ゴツについと， (2j点消静脈l人Ji主与すのイメージ化

およひ、活用状1日について， (:3)OVDを復背や支J主テスドの

税習に!IJいたか句 (4)-大学のAV環境について等，理解度や

活用状況を 4段階もしくは 2択の在京式|口|芥欄と口111記述

捌を設け，学生の凶答を 1~-た。また，干順に沿って字生の

意見が目白に記入できる欄を設げf質問紙(参考資料)を

作)，];'L， [) V D ~慌聴しながら j~l{干を作たl

2 第二段階の調査

第段階の調査で明らかになった学止の室見を質問項U

に活かし，それらの安ぷが lとても必要」から l全く必安

ない0)5段階の選択式の質問反行と，宇生の白宅での生

活環境において， D¥iDなど助町教材千活用する lでの/十

活環坊AをIXJうJl'Hlを設けたは]XJ紙を作成し則いた内

分析方法

学生の回持のうち弓選択式のものは単宅集計を行ったc
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上の白円記述部分は上データj!liりに記載し， これに

考察を加えたι

倫理的配慮

第一段階の訓告ではヲ研究目的 .h法，質問紙への記

入lこ必要な時間，太子tの成績への無影響，研%成米の公

表 ili}1J ，参加・不参加の白由，↑両手裂の機利恒保持につ

いて.日間および書凶で説明したうえで. }手、諾書のサイ

ンによっご研究協力の同窓を符た。テ~タ収集は，苧止

の授業に影響のない時間を設けて，休究について内!-[説

明の絞，年記名の日記式質問紙を配布した、質問紙lよ所

定の場所に |υl収箱を設世して l~J収することで，個人が特

定されることを避けたコ

第二段階の調脊は，研究門的・方法，質問紙への記入

に必要な時同.大学の成総へのllil影響，研究成果の公表・

活用，参加は11:-，:0;であることを説明したうえで，日記式

質問紙を配布 Lたハ質問紙i.J所定の場所に1"1収粕をiW:荷

L.回収Lたし回収箱への投耐をもって，術究へのIliJ;志

会得たものとしたG

結 果

1 動画教材に対する意見(第一段階の調査)

1 )看護技桁のf:)l!員・ポイント・コ yの示し方につ 1，.て

手号i制支杭fの手順については流れが理解できるので

とても良いJ '一つ一つの動作を丁寧に説明しごくれて

いて分かりや寸い細かいところまで説明があって良

い DVDがあれば覚えれそうと思 η たJ '子順仁意味

カ£あることカ;: P; I;~に*~~習して分かることが多かったの

で，意H未治まあるこどをもう少しイτえてもらうとうえをつけ

ゐことが出米ると理った」という意見があったし

技術のポイント・コ Yの示し方につし ιては 「細かい

と忠われるところでもナレ ションは入れた方が長い」

「寸幕が人って良かったJ '実際にやってみないとコツは

分からないが，ポイントゃん事なところは強調されてい

て理解しやすかった 後で良くみるとポイントも暁像

化されてい士が. -jレーンヨ/がない少意識に残~ -q'日

己流で干つごしまう」という意はや戸分がH度も練

習したので，ここにもっと説明があったら良かったと思

えるJ'物品の配置なども不されていたら良かったと 141ぺ

た重要なところは 2lW繰り返しても良いと思う兄

にくいとこ h はアァブにしていて見やずかった J r-jおど

し確認は，実際に音声が入っtいる方が，宇で示 L-rあ

るより頭に残りそ与だ」なと， 1主計]の lミイント守強調す

るための了m幕や子レーションを除り込み，位!叫する物品

の配世も勤固に_~ i)込むことや，重要な例所は繰り返す

なとの編集を求める差;見があヲたっ
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2) j支術のイメージイじについて

技術のイメージイとについて， 'DVDを見ながらf丁う

ことで身についたと以う J I 講義l在絞に DVDを見たた

め，比較的簡単にイメ~ジイじ出米たJ'流れは頭に入ったJ

「講義で一回見ただけではなかなか党えきれなかったの

で，家で和.)1口lかはてやっと役に立つ気がする訴義や

教科書だけでは分かりにくいところも実際見ることでコ

ツややり方が分かるのでイメージしや寸いと J巳う刊

でみると頭に入り易い」という志見があり， イメージイじ

に役:点っていた。

~1) El己学宵への活用について

演~EI 日 :10) 下 1J!i .白 L' 乙Ç:~刊の使jlj については校業で

みただけぜなく，何度も見ることで練留できるし，先生

がいない時は， DVDはとても治)IJしたJ 手順を頭に

いれるのにとても良かった。またチャブタ があるので，

分かりにくいところだけ兄るのもや hヤすかった/こ

の部分だげ見たい」といへ時に早送 il等の時間が省けた

ためチャブターメニューはちょうど良い歪だった練

宵していて気になったことや疑問が出てくる肢にDVD

で子 L ツクした」という意見があったコまた，演習後の

手段品JヤJ五技;テストのj十t干のために用いたt哩トHとして‘「イ

メ、芸化出米なくなった時や， どうすれば良いか分から

なくなった時に用いたJ '自分が手間取るところを繰り

返l児た頭に入りされてなくて l手くし ιかながった

とき， fTき詰まったHすなと手助けられた」などの意見が複

数あったn 一方で 'DVDの数が限られているため，テ

スト前 I1はDVDが全くなく，見たい[l:寺に見られないこ

とがあ打図ったJ という意見があった 3

また先立どの時間が合わなくても，正しい技術の

練習が出米たなかなか先牛にも聞けない L，全体の

流れが千川自のプリン iだとなかなか別解できなかったの

で，そんなときに DVDが役に立った先生が不在の

時に分からないことがあ}ても DVDで理解することが

出来た」といった‘教員ィ、仕時の宇留の袖1lJJとして活用

する、1百イメ シイじには役に立ったが， DVD で見

れな νリE分や個人的に分かりにくいこ少は先牛に聞くん

が良かった」と，主主員に聞く力がよくわかるという意見

があった U またみんなで!':l:!'ることで.情報交換と子

伎の碓認をしながらむきたので町とても役に立った」と

L 寸，グループ予習に活用していることがうfかうた、

4) 動両教材の改善点について

正見イ「のDVD救材に悶Lてどのような政書をしたらよ

いか，という問いに先生が了こうしたらやりやすいよ

と教えてくれるポイントも藤り込まれると良し汀 'DV

Dで見られない品分や個人的に分かりトくいことは先井

に聞く方が良かった廃恋物の分額が実際に示してあ



2 動百教材に対する要望(第 2段階の調査)

第段階の意見を参与に L，開J山教材に盛り込むこと

を必要とする唄円に関して Cとても必要J Cあった方が

いいJ CどちらでもよいJ Cあまり必要な¥， iJ r全く必要

ないJ，の 5段階の選択式で回答を得た(凶 1) c 

学生からの要望が多かった順に述べる。動両教材の内

容や編集の{lhについての意見としてとても必嬰」

または「あった方がよい」と，全員の学生が回詳したの

は 教 員 がfこうするとやりやす¥".1というようなコッ・

ポイントを盛 l)込む」であった。次に， 52名 (96%) の

苧生が重要なところに字幕があった方がよし 'J，51名

(94%) の学生が「細かいことでもナレーションがある

々が良い」と回答していた。 45名 (83%) の学牛が「看

議技術の子順やつながりに怠111ドがあることを， もっと強

調すると良いJ，41名 (75%) の学牛が「看護技術に川

いる枝々な物品の紹介や使い方なと¥パリエーンヨシを

広げると良い」と |μl干干した。、|数程度の学止が「細かい

説明でも， ~i<幕がある }jが良いJCチャブターメニューは，

もっと細かい方が良い」と|ロ|拝したれ 4割桂皮の学生が

「重要なところは 2l!!J繰り返したブJが良い」と凶答したU

次に，関連する専門科目の知識や某礎肴護技術の知識

や技術を，動画教材に盛り込むことについての学生の怠

見は， 53名 (98%) の学/十が「基礎看護学の知識が復習

できるような場合は，その関連や応用が時 1)込まれると

具い」と Iw[:{午した、また， ω名 (92%) の学生が「基俊

看護学の技術が復習できるような場合は，その関連や応

用が~り込まれると良し、」と|ロ|枠したっそして， 46名

(85%) の学生が「関連する専門科u(解剖学・生理学

など)が盛り込まれると良い」と回答した(lxl2 )。

るといいと思う」など，教員が見過ごしがちなコツや，

f血のDVDで小しているためにナレーションによる説明

にとどめた廃棄物処叫の部分も， 速の流れとして最後

まで確認したいという考えがあることが分かったυまた，

CT僻34」の文士'は，赤のんが強訓されている!惑があって

良いと思う J Cチャプターメニ Lーの阿而があるのを知

らなかったが，使いやすくて良いと思う」など了'幕を

改善する，Q、要性があることや動阿のDVDの取り倣いに

ついてのオリエンテーションが不足 Lていた。また C

人の人が長い間fL¥りていて，テスト川に見られないこと

があるので，期限とかきちんと決めたら良いと思う」と

いう，使用上の首理の問題や Cテレピだと早送りや巻

き戻しが州末なくて最初からになってしまうので困る」

という，視聴覚機材に対する志兄があったの

その他の意見として cr説明なしJ の場合のDVDを

見てみたいn 実際にはどのくらいの時間がかかるのかを

知っておくことで，自分の処聞の速さ・遅さを知 1)，自

分、の能力を知りたいJ Cお金を私ってもいいので， 人

枚あれば便利だしテストなどの前にも凶らなし、」とい

う意比もみられた。

5) DVDの映像・ナレ ションについて

干l慣に沿っての白由記述からは， 11確認のタイミング

が分かつて良いJ C実|釘史ヮている場山が見たし通J C映像

を編集でカットせずに，実際の子順どうりに児てみたしり

「こうすると便利だということは，ナレーンヨンでも入

れて欲しい」など，映像そのものの示し方や，細かいナ

レ ションを求めている意比が見られた。

教員からのコツ・ポイ:"ト

近L%/wffi WWA  重要なと三ろに字幕

~ 必必必必必必必必必必チチ/

看瞳技術田バリエーション ・・・・・・Aギギ辻ぶ主えぶ主逗ぷぶ註えぶ三じぶ註ぷぶ半託土

細かいナレーション

看護技術の手順やつながりの意味

細かい字幕

」一
チャプ事ーメニュー ・・・・・・ーク/ぷククク///バペシ/ぷククク/ぷゴ

重要なと1ころをE固繰り返し ・・・・・ーがジじネぷ主ぷ主ぷ主Z:::J

100% 90% 80% 70% 60覧50% 40% 30% 20% 10% 0覧

回全〈必要ない図晶まり必要ないロどちらでもいい回晶った方がいい-とても必要

動画教材に必要とされている項目
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関連する基礎看陣学の知陣 田園圃圃圃圃園田τオゥ方対方雨対方方功雨対討す|

関 連ぷ;2222==ztczcczz同
。省 10% 20% 30覧 40% 50% 60満 70% 60覧 90% 100% 

[ ・とても必要 図あった方がいい ロどちらでもいい 図あまり必要ない 回全〈必要ない

図2 動画教材に必要とされている知識・技術

3.学習環境について

l )大学のAV環境について(第段附の訓公)

基従看E生宇治省主亘での1¥Vi最境について. TJVTJの枚

数については 6人が，[分であるJ. 10人が「不足して

いる」と田谷したっテレビデオの数は.B人が「台数は十

分であるJ. 2人が「不足している」と [w[休した。テレビ

の配置場所については. 12人が「 カ所にまとめているこ

とで困っていなしり， 4人が「まとめていない方が良し、」

と凶答したυ テレビデオの配置についての具体的な希望と

してはテレピの近〈のベッドの人が迷惑 I'[口lじところ

で何人も集められるとうるさい L，配間を変えて欲しし、」

「テレビはもう少しちらばせたノらが良いのではないか。 線

習の時に移動してベッドサイドで見ている人がいたが，大

変そうだったJ ' カ所だと，同時に見る場合に音が重なっ

て聞こえないc 気が散る」という意見があるーんで 使

いたい時に移動させられるので十分」という玄児があったつ

また，自己練胃時に使用する物品について，実投テスト前

には混雑することが指摘されていた。実技テストの練習の

時期には，DVDに限らず学生の使用が過密になる環境

であることカぎ分トかったコ

2)止活環境について(第一段階の調査)

+牛がパソコンや携仙電品等をどの程度所有 L，活ハj

しているかについては，全員が不ツトの使用経験があり，

:53名 (98%)の学生は毎日または時々ネットを使用して

いた。 51名 (94%)の学牛はパソコンを所有しており，

42名(77%)の学生は悶宅でネットが使える球境であっ

たc これは，半成20年度の総務省の調査結果とほぼ["1様

であったじっ携帯屯請については，全員が所持しており，

Sl名 (94%)の学生が傍帯電話によるネットを使用して

いた。 通伝料金に闘して， 47名 (87%)の己主牛は，通信

料金が一定額を超過することのない定額制などで契約し

ていた。 41名 (7:5%)の学生が，携帯電話での肋回のダ

ウンロードをできると回詳したが， 日名(1.1%)の学生

は，できるが，動画は金額が高いのでしない」と |μ[~午 L ，

5名 (9%)の学生は，分からない」と回答したコ

某礎看正理学講.~で作成している DVD を， どのような
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視聴覚機材を用いてとこで視聴しているかについて，選

択式で回答を得たo 43名 (79%)が某礎実習FRのテレビ

デオ， 38名(70%)が自宅のTJVTJプレイヤー， 28名(SI%) 

が白宅のパソコンであコた(復数回答)。

第段階の立見を参考に L，大学の視聴覚機材と動向

数料に対 tる要望をとても必要」から「全く必要なし 'J，

の5段隅の選択式で回答を得た。 46名 (85%)の学牛が

'TJ V TJの枚数は，もっと多い方が良い」と|口|符した。 1;)

名 (27%)の半生は「基礎実宵室のテレビデオの位置は，

もっとばらしたんが良い」と回省、した 3 質問紙の余円に

「自分たちで動かせばよ1，..)J と記述した学生もいた。そ

の他の意見として， 'DVDプレイヤーによっては，内

生できない機種がある」という立見があった。

考 察

基礎看護技術 Iおよび Eの学宵過程においては，講

義・演習，そして実技テストの実施という授業形態を

とっている η 教員は，請託の内科によって動画教材を用

いたり，開UI山教材に加えてデモンストレーションを実施

したり時間外の.Ii*.~を点している。そのなかで，現在の

動画教材を補助的な教材として11<:情付けて活用してい

る。教員が動向l教材をJIJいる場合として，演習を行う前

に，それぞれの看護技術のイメージfじゃ千順の流れを

.Imり確認するために!1'bjiTij救材を用いることが多¥， i，)学生

は，演習前や実技テストの前なと¥白分の学習に必安な

時期に動回数料を活用してし、る状山である。教員が独自

に作成した到J山教材について，学生の机/:cから評価する

ことは，学留者である学生の瑚併を助け，実践者として

の看設校術の習何の 助になる。 l ため，重要である。

今回の訓告Tで，学中が動向l教材をどのように活JIJしてい

るか， また，効米的な苧留のために学生が動F町教材に要

望する点から今後の課題について述べる U

1 動百教材の作成における課題

l)動山の編集hi土・内容

教科書や参考書では，看設技術を千順にそって言葉や



写兵を用いて説明しているが.最近のサブテキストでは

DVDを添付したものが出版されるなと，動山教材が身

近な教材として市販されている日このような環J誌

のなかで，あえて看護字数員が『企画技材を作成するメ

リy 十と Lては，講義する内容と演習宇る内容をリンク

させて，学生の斤惑い手軽減ごきることや 教員が複数

の参与苦から ~7J山に盛り込む内容をアレ〆ジすることが

lリ能で，医療JH3tの進歩に合わせて新しい看護物品を慌

り込むことができるなとのメリットがあると考えるハ学

ヰの安望からは，教干す吉などのテキスト-C'tm':;.~できる子

j順守に加え，技術をスム スに行うための救員からのコ

y・アドバイス主盛り込むことに，司自:い要望があること

が明らかになった。現在の動I町教材1 も，教良からの7

Vパイスを加"末しているが，教員からの7 ドパイスであ

ることは~-ì 釈しておられとの部分カ守文民かムのアドパイ

スであるかは，{j、わりにくいことが分かてJたc また弓某本

となる知識を動回数+1~.して作成することはできるが，学

牛によってλ主的背景が異なり，存jlJさの程度も検々である

ことから号とのよ弓な指導を求めているがは学生例々で〉巳

なるため‘それぞれの学生が必要とする指導に応じて.個

日1)1:対応することは今絞も必要であると考えるc

2) 主主習課極の達成

動阿を千幕やナ V~ンヨンによって補うように作成し

ている点については，学']は映像でみる動画のみでなく，

't:幕やナレーンョンを霊安祝しており，そこから考えら

れる情報から，半世を涼めることが何えたの現在の教材

には，教員が考える重要なポイントをす幕として提示し，

千附の流れをナ L ンヨシで伝えている。霊安なポイン

トを字幕てすxえることが必要であることに加え，ナレー

ションや寸下手で，学牛に問いかけるなどの変化をもたせ，

学生には気がつきにくい千阪の流れの立l比~c，見逃しが

ちなfJ支を繰り返すなどの定化を持たせることで，学止

の11考をフィードパックするようにするなどの上夫に

よって，学留をおさめる二とができる口j能性が示l慶されたっ

干順の流れの確認は， m古田孜材で村i完できる，~、では有

言jであるが，動向教材は仙助教材であり，繰り返して見

ることや講義後に時間を雫けずに使用するなど動画教

材を使川する時期や繰り返し机]悼することによってイ

メ ジ化につながり，役立つことが判えたのしかし.特

に注意せずに視聴するだけではコツや綱かな手順に気が

つかないことや，実際に糾習することで気がつくポイン

トも多いことが分かった。これらの玄児から，字有量が有

効に終結している、['面，イレーションなどで映像を補完

しない場合は，その手投に:<d:~-本があるかどうかを考えな

がら見ることは難しく，字#やナレ ションで玄味づけ

をする必要性があることがノJ、峻されたり

看設技術は， つ つが個別の技術というよりも，某
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本庁JなJ王術を立、要とする祷維なJ支術。 l といえる。これ

は，点滴でいえば，学牛は清潔操作を確実にf丁し hながら、

注射器や注射針など物品を取り抜い，厄者の本人確認か

ら静HIK巾信への穿刺と点i高速度の確認を実践するといっ

た複数の技術の統合といえる口これらの技術を五全に

fj-"¥ 身につけるためには，関連する既留の専門科日の

知識や;看護専門科 Hの知品や技術を必裂とすることか

ら，これらを包合した拡張性のある視臆瓦教材の出発は，

手立の苧宵をj来的‘根拠に基づいた肴設J五践につながる

と与える。

2 動画教材の使用・管理における課題

l) 白 L~，学官への活 )11

現在の動i町教材は F 通量のJ受業のなかで使用する際 F

看護技術を!1tiJ山で確認できることに-t眼を置いて作成し

ていたため，細かなすレ ンヨンは入れていない均出が

あった。自己主子科に使用する時;には，記憶があやふやに

なったところを時認する意，<，'("も，判1Iかな寸レーション

ベコ字恭をi{寄り込むことで反復した苧留につながり，知識

のえ:肴に役立つ可能性が示唆されたに また， 41干での3方面

教材では，ごろ之牛が必安であれば何度でも)↓j牛できると考

え，動画を繰り返す編集は行っていなかったが，手順の

スピードが迎い部分や複雑な子技などは， 2 )主繰り返し

たり，ス口ーモーションにするなどの編集を行うことが

必要であることが明らかになったハ

::;主任!ては，新しく見る動向からイ可を得られるのか，技術

のコツを食欲に求めていることが111Jえた。このような学

生のモチベ ションを維持しつつ，学生白身が学び，技

術のコツやポイントを学んだと気がワく古びにヮながる

ような liイントを加える l ことで，更なる学背につな

げることが重安と芯える。また，学習教材と実際の技術ー

とのギヤソブを白覚し?史なる学問につなげようとする

学止の姿勢から，子順とおりに単に模倣するのではなく，

対象に介わせて手順を配慮するなどの応JI1や千阪のつな

がりを動向教材のなかに探り込むことで‘対象の状態に

止、じた対出力を加味することも今伎の=ぷ屈であることが

明らかとなった。

LJVDiこ子ャブターメニ立ーの機能を活用すること

は? 凶己学習を行うよで，何十個々が凶分の学習に必裂

な部分を確認寸るために効烹よく活用できていることが

示唆された。約20分程度の動画のなかで，必要な部分を

簡単に視j倍して糾習するためには必安な機能であり，こ

れらの利便性を宇生に積析的に伝えることで，幼?ギ的な

学事?につながる可能性があるじ

2) 動回数Mの拡張ロj自白井

多くの学生がパソコー〆や携イii電話をJi1いたネットによ

る情報の活用ができる生活環ぬにあり，ネソトを介して



動回数10を活用することがロj能であることを示唆した

JJで，パソコンを所有していない学牛ゃ白色でネットを

使用できない学生もし、ることから，現在のDVD貸与形

式の投材は有効である υ 子P生の才、、ソト列用の高さや携弔7
電話での通信機能的活!iJの状況からは，今後，ネァトを

活用したンステム構築の開発によって，白己苧習の時間

や悦;出場所に制限をうけない学習システムの拡張叫があ

ること刀叶射らかになったc

3 )管理上の課題

学ヰがいつでも使JiJ出来とように， DYDとテレヒデ

ォ。台を用志している内第段階の調古?で， DYDの校

数が不足(半生 4人あたり l枚)していたため，第一段

FF干の訓在までに品主主増し(~ヰて 2 人あたり 11幻を行っ

た行動l町教材は， j三業l人j零の変更にイすって作り l白すこと

もあるため，常に学/十にf丁き渡るだけのDVDを川意す

ることは離しい。 しかし，試験前にはDYDがィ、起する

という豆、JLからぷ妓試験など，苧生の需要が高いユ頁U

のDVDについてはヲ早急に枚数を確保する必要性が高

し a ことカ'~}J らかにな円

また，自主jで学生が使用寸る視聴覚機材によっては舟

牛できないなどの不都合が牛じていることも明らかと

なったハ現自の動画教材は，汎用牲を考慮 L，DVD 

Rを使川していξが，今後の視聴覚機材の変化によって

は，変更を行う必要がある。

基従者説t責?司五のf干:育環境については，子レピデオを

設置している場所の話〈で練習する学咋に対して，配慮

が必要であることが示唆されたの現在は 子生が子レピ

を移劫させたりグループで4見聡するなどの下夫は行って

いるが，年牛の使川が過密になる実技試験niJなどには弓

使用状山千時期によって，調整を行う必要性が示唆さ才し

たし

4，研究の 部は，平成19年度および平成20年皮円本有

議附究学会中1'，1凶川地h会にて学会死去を1'j.〆》たn
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要 旨

木研究は，学/↓の肴議技術の習得l手役Jてるため独白

に作成した白L学習用 DVD教材にういて，学習者であ

ると手fとからの要望を加味した孜材作成への示唆を 1-~' るこ

とと，動Il川教材をm川するうえで必安な牛山環境を知る

ことを円的に調杏を行った代その結果，動向数料は，肴

譲J土術の]二順を理解しイメージ fじを図るための r~~ や，

学牛I"i士が時間を都台して繰り返し行う似習にJijいられ

ており‘学生の内己学科に有効に活用されていることが

分かりた。 守幕や編集に対しての学牛の要望からは，看

護技術を怯成する1]拾の町立j手Jこ意l件、があることや，持一礎

的な知識や技術の活用・統合といった慢出を盛り込むこ

とが必安であることが'1、峻された。また，学中のキくが

ハソコンや携帯電話を用いたインターネ J l' vこ4る情報

の活用ができるさと活環境にあ 1)，インタ ネソトを介し

て動向教材をr品川することが可能である んで，パソコ

ンを所有していない学生で白定でインターネ y トを使用

できない学生もおり，学牛の学習環境にに、じた教材の開

発が必更であることが明らかになった、

謝 辞

本研究をj丁うにあたり，ご協力を民きましたプP生の持

徐に深く感謝しミた Lますc



参考資料 <点滴静脈内注射の DVDについての質問紙>

さし、。

以下の質問項目について、当てはまる番号にO印をつけてください。その他の場合、内容をご記入くだ

1. DVDのメニュー画面について

①メニューが多い ②メニュー項目はちょうど良い ③メニュー項目が少ない

・メニュー項目を変える場合、どのような項目を増減したらよいですか。

減らしたらよい項目(

増やしたらよい項目(

2. DVDの映像・ナレーションについて、学生の視点からみて、自由に意見や改善点などの希望を記入

してください

①指示簿・処方婆を確認し、投与目的・方法を理解した後、対象に説明して同意を得る

意見や改善点シーンの映像| ナレーション

身なりを整え、手洗いを実施します

指示簿、処方筆を確認し、対象患者の治

療方針、病態、薬剤投与の自的を理解

し

正しい対象か、指示通りの薬剤か、指示

最は適切か、適切な日時であるか、・

ISつの Rの字幕】

その後、ベッドサイドに行き、対象に姓

名を名乗ってもらい、また、リストバン

ドや・・・
【説明内容の字幕】

②薬液と輸液ノレートを、点滴できるように準備する

看護者は、衛生学的手洗いを行ったのち、

滅菌されたもので、有効期限内にあり、

破損や変質がない注射器剤を準備します

指示簿・処方筆を確認して、指示された

薬剤を手に取り、指示簿・処方筆と・.. 

【確器!の字幕】

医師指示簿・注射処方筆に薬液の滴下速

度に関する指示があれば、・.. 
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